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■経歴 

1977 年 3 ⽉ 名古屋⼤学⼯学部建築学科 卒業 
1983 年 3 ⽉ 東京⼤学⼤学院⼯学系研究科博⼠課程 修了 ⼯学博⼠ 
1983 年 4 ⽉ ⽇本学術振興会 奨励研究員 
1984 年 4 ⽉ 財団法⼈計量計画研究所 研究員 
1985 年 4 ⽉ 東京⼤学⼯学部都市⼯学科 助⼿ 
1992 年 1 ⽉ 東京⼤学⼯学部都市⼯学科 助教授 
1994 年 4 ⽉ 東京⼤学⼤学院⼯学系研究科都市⼯学専攻 助教授 
1994 年 10 ⽉ オックスフォード⼤学セントアントニーズカレッジ 客員研究員 

（〜1995 年 8 ⽉） 
1999 年 4 ⽉ 東京⼤学⼤学院新領域創成科学研究科 教授 
2005 年 4 ⽉ 東京⼤学⼤学院⼯学系研究科都市⼯学専攻 教授 
2012 年 4 ⽉ 東京⼤学⼤学院⼯学系研究科⻑・⼯学部⻑（〜2014 年 3 ⽉） 
2014 年 4 ⽉ 東京⼤学副学⻑・産学連携本部⻑（〜2015 年 3 ⽉） 
2015 年 9 ⽉ 東京⼤学⼤学院⼯学系研究科都市⼯学専攻 都市持続再⽣学コース（東

⼤まちづくり⼤学院） コース⻑（〜2020 年 3 ⽉） 
2019 年 4 ⽉ 東京⼤学⾼齢社会総合研究機構 機構⻑（〜2020 年 3 ⽉） 
2020 年 3 ⽉ 東京⼤学 定年退職 
2020 年 4 ⽉ 中央⼤学理⼯学部都市環境学科 教授 
2020 年 6 ⽉ 東京⼤学名誉教授 
 
その他、⽇本都市計画学会（常務理事）、交通⼯学研究会（理事）、⽇本交通政策研究会（代
表理事）、豊⽥都市交通研究所（副理事⻑・所⻑）、国⼟審議会（委員）、社会資本整備審議
会（委員・環境部会⻑）、交通政策審議会（委員・環境部会⻑）などを歴任。 

 
■論⽂賞 

1984 年 5 ⽉ ⽇本都市計画学会 論⽂奨励賞 
1986 年 5 ⽉ ⼟⽊学会 論⽂奨励賞 
1998 年 11 ⽉ 交通⼯学研究会 交通⼯学研究発表会研究奨励賞 
1999 年 12 ⽉ 交通⼯学研究会 交通⼯学研究発表会研究奨励賞 
2003 年 7 ⽉ ⼟⽊学会 地球環境研究論⽂賞 
2008 年 7 ⽉ ⽇本モビリティ・マネジメント会議 JCOMM 技術賞 
2013 年 5 ⽉ ⽇本都市計画学会 2012 年年間優秀論⽂賞 
2018 年 6 ⽉ ⽇本都市計画学会 2017 年年間優秀論⽂賞 
2018 年 8 ⽉ 交通⼯学研究会 交通⼯学研究発表会研究奨励賞  
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